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　最近，スタインベックの中編や短編について，ジャク
ソン・ベンソン教授やR・S・ヒューズ教授といったス
タインベック学者が相次いで研究書を出している。これ
個一人一硯究．経一過墾一告
は長編の『怒りのぶどう』のみを重視する従来の研究に
たいする批判であり，また新しく研究領域を広げたもの
として，おおいに評価される。昨年（1991年），インデ
ィアナ州のボール州立大学スタインベック・リサーチ・
インスティテユートの訪問教授として招聰され，アメリ
カの北東部，中西部，西部でスタインベック学者と意見
を交換する機会に恵まれたが，中編，短編の再評価の必
要性という点では，まったく意見が一致した。たとえば
スタインベックの作品系列のなかで，『キャナリー・ロ
ー』がきわめて重要な位置を占めることは，近年とくに
強調されることであり，スタインベック・リサーチ・イ
ソスティテユートでは，近く，この作品にみられるスタ
インベックの非目的論的思考を扱ったジャクソン・ベン
ソンのモノグラフを刊行する予定である。
　『キャナリー・ロウ』は一見コラージュ風にエピソー
ドを集めたものにすぎないようにみえるが，じつは緻密
な計算にもとつく重層的な作品になっている。冒頭で，
現実を捕らえ，表現することが困難であるために，こう
した自由な形式を選ばせたことを語っているが，現在で
は，こうした形式がごく普通のこととして受けいれられ
ている。『怒りのぶどう』で生かされている中間章をさ
らに発展させたものが，『キャナリー・ロウ」の形式で
ある。そのことは，『キャナリー・ロウ』と『怒りのぶ
どう』を照らし合わせて研究することによって，もっと
もよくスタインベックの思想を明らかにすることを示し
ている。『怒りのぶどう』は人間の生命力をたたえた作
品だと言われているが，エマソンやホイットマンにみら
れるような底抜けの楽天主義をみることはできない。
　この二つの作品の最後の場面を比較してみれば，いず
れも絶対的な人間の勝利は描かれてはいないし，むしろ
人間がどうにもならぬ自然の法則に支配されていること
予想させるのである。『キャナリー・ロウ』に登場する
人はいいが何をやっても失敗するフランキーのような少
年は，『怒りのぶど』の中のノア伯父ような人物として
存在するのであり，労働者でも個人として弱いものは滅
びるのである。生存競争，適者生存は当然のこととして
スタインベックの作品では受け入れられているのであ
る。ただ，スタイソベックは淘汰されていくものに感傷
的であるというだけで，社会改良の努力も及ぽぬ生物の
法則を信じていたという点では，自然主義的要素をもっ
ている作家だったといえるのである。
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